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表
紙
の
ミ
ヤ
リ
ー
に
、ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
カ
メ
ラ
付
き
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
か
ざ
す
と
、

AR（
拡
張
現
実
）で
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。設
定
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ミヤリーのわくわく
発見スタンプラリー

宇都宮市は平成28年度に市制
120周年・市町合併10周年を迎えます。

120年の感謝と絆
ともに未来を考え
いつまでも輝く
うつのみや
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平成28年8月1日現在
■人口

■世帯 219,689世帯（＋124世帯） 

総数  519,469人 （＋62人）
男　  259,346人 （＋26人）
女　  260,123人 （＋36人）
転入 2,382人
出生　 384人

転出 2,351人
死亡　353人

　上記の人口・世帯数は、平成27年国勢調査人口
（速報値）を基礎とし、住民基本台帳による異動数（出
生・死亡・転入・転出者数）を加減したものです。
問政策審議室☎（632）2124

（前月比）

  1 120年の軌跡／はつらつ宮っこ
  2 特集1

 リンク栃木ブレックス
  4 特集2

 秋のイベント
  8 特集3

 在宅療養
10 特集4

 臨時福祉給付金
12 健康・福祉・国保・年金
18 子ども
23 住民票などのコンビニ交付
24 交通安全

25 住まい・環境・安全・交通
28 暮らし
31 税・産業・雇用
32 市民大学
33 文化・教養・スポーツ
38 相談窓口
42 お気軽ウオーキング
43 教えてイイトコ宇都宮／公共交通
44 施設のイベント
48 日程情報・カレンダー

大谷地域（大谷町）

　宇都宮の北西・大谷地域周辺で産出される「大谷石」は、今から約
2,000万年前の火山噴出により堆積した凝灰岩です。現在でも採
掘されていて、その大部分は地下数十メートルの場所から掘り出さ
れます。塀や蔵などに使われることで広く知られていますが、軟らか
く温かみのある独特の質感などを生かして、家の内・外装や加工品
などとしても活用されています。あらゆる空間に溶け込み、皆さん
の暮らしを豊かに演出する「大谷石」の魅力に触れてみませんか。

1
7
月
17
日
　
関
白
獅
子
舞
大
集
合
。

2
8
月
6・7
日
　
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
。
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。

　市制120周年・市町合併10周年を記
念して、市内12カ所のポイントを巡る
スタンプラリーをやっているよ。スタン
プを全部集めると、抽選でロードバイク

や限定ミヤリーグッズ
などをプレゼント。専
用ホームページmiyar
y-stamp.comを見て
ね。問広報広聴課
（632）2129

▽営業時間　午前9時～午
後5時。
▽連絡先　☎（652）1232

9月のチェックポイント
大谷資料館
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プラス

■イベント情報　石の里・大谷の魅力を集めたイベント「フェス
タ

イン

in大谷」については、4ページをご覧ください。

▲スマートフォン・タブレット
　QRコード

昭和初期の採掘風景昭和初期の採掘風景
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大谷資料館
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宮はつらつ     っこ
今、輝いている市民

悔
し
さ
を
ば
ね
に
　日
本
代
表
へ

　サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
皆
さ
ん
に
恩
返
し
を

　
４
月
に
行
わ
れ
た
P
G
M
世

界
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
日

本
代
表
選
抜
東
日
本
決
勝
で
、

２
位
に
大
差
を
つ
け
優
勝
し
た

花
田
さ
ん
。「
初
日
で
ト
ッ
プ
に

立
て
た
が
、
気
を
抜
か
な
い
よ

う
、
２
日
目
は
気
持
ち
を
切
り

替
え
臨
ん
だ
。
優
勝
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
」
と
、
振
り
返
り

ま
す
。

　
花
田
さ
ん
が
ゴ
ル
フ
を
始
め

た
の
は
、
小
学
３
年
生
の
時
。

「
そ
れ
ま
で
体
操
を
頑
張
っ
て

き
た
も
の
の
、
け
が
が
原
因
で

辞
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
悔
し

か
っ
た
。
そ
の
分
、
ゴ
ル
フ
で

は
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
や
ろ
う

と
思
っ
た
」
と
、
結
果
が
出
ず

に
悔
し
い
時
期
も
、
負
け
ず
嫌

い
な
性
格
か
ら
、
ね
ば
り
強
く

練
習
を
続
け
ま
し
た
。
始
め
て

３
年
目
で
、
全
国
レ
ベ
ル
の
大

会
で
表
彰
台
に
上
る
快
挙
を
み

せ
、
「
練
習
を
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
結
果
が
つ
い
て
く
る
の
で
、

お
も
し
ろ
い
」
と
ゴ
ル
フ
に
引

き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
７
月
に
行
わ
れ
た
世
界
ジ
ュ

ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
で
は
、
前

半
は
体
調
不
良
で
力
を
出
し
切

れ
ず
、
「
大
会
が
数
日
続
い
て

も
、調
子
を
保
つ
こ
と
が
目
標
」

と
次
の
大
会
を
見
据
え
ま
す
。

「
宇
都
宮
は
練
習
に
集
中
で
き

る
環
境
が
整
っ
て
い
る
。
将
来

は
世
界
に
通
用
す
る
選
手
に

な
っ
て
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

る
家
族
や
ゴ
ル
フ
場
の
皆
さ
ん

に
恩
返
し
が
し
た
い
」
と
、
強

い
思
い
を
胸
に
、
今
日
も
練
習

に
励
み
ま
す
。

宝
木
中
学
校
　花
田
　華
梨
さ
ん

か
り
ん

宇
都
宮
市
年
表

　このコーナーでは、宇都宮の120年の歩みを年表
と写真で紹介します。

西暦
年

1948
23

1949
24

1950
25

1952
27

1953
28

主
　な
　出
　来
　事

▽
市
内
の
常
住
人
口
が
10
万
人
を
超
え
る

▽
第
１
回
市
民
成
人
式
を
開
催

▽
市
消
防
本
部
、市
消
防
署
を
設
置

▽
宇
都
宮
大
学
が
創
立

▽
キ
テ
ィ
台
風
に
よ
り
被
害
甚
大

▽
市
営
競
輪
場
完
成
、第
１
回
競
輪
を
開
催
、８

月
に
焼
打
事
件

▽
宇
都
宮
市
政
ニ
ュ
ー
ス
第
１
号
を
発
行

▽
市
水
道
部
庁
舎

を
西
塙
田
町
に
新

築
移
転

▽
住
民
登
録
が
行

わ
れ
る（
人
口
12

万
７
６
７
８
人
、

世
帯
約
２
万
８
０

０
０
戸
）

▽
市
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
開
設

昭
　
　
　
　和

▶
宇
都
宮
大
学
　
創
立
当
初
は

農・学
芸
学
部
の
２
学
部
を
設
置

し
て
い
ま
し
た
。現
在
は
、国
際・

教
育・農・工
学
部
に
加
え
、平
成

28
年
度
に
開
設
し
た
地
域
デ
ザ

イ
ン
科
学
部
の
５
学
部
が
あ
り

ま
す
。

◀
市
営
競
輪
場
　
関
東
地
方
で
屈

指
の
競
輪
場
が
八
幡
山
公
園
の
西

北
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。学
校
や
市

営
住
宅
の
建
設
、道
路
整
備
な
ど
、

戦
災
復
興
に
膨
大
な
財
源
が
必
要

で
あ
っ
た
中
、そ
の
収
益
は
市
の
財

政
に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。
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昭和23～28年


